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●�市役所への窓口来庁や電話でのお問い合わせ
は、平日午前8時30分～午後5時15分までで
す。電話は、各担当課の直通電話（または代表
番号 ☎931-1111）にお掛けください。� …
※�公民館やコミセンなどの公共施設は、各施
設の開館時間内にお願いします。

●�市役所へのファクスは 922-6587、� …
郵便物は〒617-8665 向日市役所（住所不
要）、電子メールは info@city.muko.lg.jp
にお送りください。

　※�ファクス、郵便物、電子メールには、市役所
のどこの課（担当課名）宛てかをお書きく
ださい。

●�参加費などの記載がないものは、無料でご参
加いただけます。
問＝お問い合わせ   HP＝ホームページアドレス
＝ファクス　 ＝電子メールアドレス
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令和8年（2026年）2月1日発行
広報むこう　No.1221

【まちのうごき】（令和8年1月1日現在）
住民基本台帳人口
人口 55,899人　世帯数 25,871世帯
（男性 26,773人、女性 29,126人）
推計人口
人口 55,387人　世帯数 23,949世帯
（男性 26,305人、女性 29,082人）

広報むこうは
市ホームページでご覧いただけます。

https://www.city.muko.kyoto.jp/
市公式SNSはQRコードからご覧ください。

2月2日から
向日市公式LINEが

便利になります\さらに
/

　18，000人を超える方に友だち登録をいただいている
向日市公式LINEアカウントに、新たな機能を追加しまし
た。友だち追加がまだの方は、この機会にぜひご登録く
ださい。

欲しい情報にアクセスしやすい
新しいメニュー画面

一人一人のニーズに合わせた情報が届くようになります
市からお届けする情報を自分で選び受け取ることができます。
設定はいつでも変更できます。
※緊急情報などは設定に関わらず、登録者全員に配信します。

道路などの損傷について通報できるようになります

QRコードを読み取ってQRコードを読み取って
友だち追加をしてください友だち追加をしてください

※�IDから検索する場合は、「友だち追加」の検索から
「@mukocity」を入れて検索してください。

㉄企画広報課 ☎874-1398

設
定
方
法

①�「
受
信
設
定
」→「
入
力
フ
ォ
ー
ム
を
開
く
」を
タ
ッ
プ

②�

年
代
・
性
別
・
居
住
地
・
受
信
し
た
い
項
目
を
選

択
し
、送
信
を
タ
ッ
プ

「ぴったりサービス電子
申請」や「窓口(東向日別
館)混雑状況」などよく
使う情報はそのままに
「広報むこう」や「道路の
通報」など便利な情報を
追加しました。

上部のタブで画面の切
り替えができます。

向日市いいとこPR隊 たけのこりん向日市いいとこPR隊 たけのこりん
LINEスタンプ(第1～3弾) 販売中ですLINEスタンプ(第1～3弾) 販売中ですNEW

第3弾第3弾

　市が管理する道路などの損傷や不具合を写真と位置情報を添えて、LINEから通報できるようになりました。
※�LINEでの通報は24時間可能ですが、内容の確認は開庁時間(平日午前8時30分から午後5時15分)に行います。
※�通報の内容により、情報提供をいただいてから対応まで、時間を要することがあります。
※�緊急性を要する場合や大規模な修繕を必要とする場合は、従来どおり電話で直接ご連絡いただくか、窓口
へお越しください。

㉄道路整備課 ☎874-2896

通
報
の
流
れ

①�「
道
路
の
通
報
」を
タ
ッ
プ

②
事
象
の
種
別
を
選
択
す
る

③
写
真
を
送
信
す
る

④
位
置
情
報
を
送
信
す
る

⑤�

事
象
を
確
認
し
た
日
時
を
選
択
す
る

⑥�

状
況
を
入
力
す
る

⑧�

申
請
内
容
を
確
認
し「
通
報
す
る
」

を
タ
ッ
プ

　特　集

●初期画面

▲詳しくはこちら
※�2月2日(月)午前9時に新メニュー画面へ自動で切り替わります。

※�

通
報
が
で
き
る
項
目
な
ど
に
つ
い
て

は
、今
後
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

⑦�

氏
名
・
連
絡
先
を
入
力
す
る（
任
意
）



向
日
市
長
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令和8年 向日市令和8年 向日市
「はたちの集い」「はたちの集い」
　20歳を迎えられた皆さまの新
たな門出をお祝いするため、1月
12日(祝)に「はたちの集い」を開
催しました。
　今年は平成17年4月2日～平成
18年4月1日生まれの方が対象
で、会場の永守重信市民会館には
438人が来場されました。

㉄生涯学習課 ☎874-2987

経
へ
し20年を思えば、疾

と
く去った日々

や悠々とした日々がありました。当
時感じた時間の早さは、得たことの
内実でしょうか、記憶では逆転し
ているように思います。瞬間ごと
は早くも、振り返って長かったと思
えるよう生きたいです。	 …
　　　　　　　　　島本湧哉さん

20年間育ったまち向日市で成人を迎えるこ
とができて嬉しく思います。家族や地域の皆
様には小さな頃からお世話になっています。
これからも大学での勉強を活かし、皆様のお
役に立てるような社会人を目指してして頑
張ります。　　　　　　　　　            草木陽菜さん

これまで支えてくれた家族や友人、先
生方、その誰一人が欠けても、今ここ
にいる私はありませんでした。この式
典を節目として、大好きなふるさと向
日市に恩返しできるような立派な社
会人になれるよう精進致します。
　　　　　　　　　 甲賀壮真さん

　　
　　

　
　

　　
運営をお手伝いいただいた皆さまに

　　
　
　

　　
　　今のお気持ちを伺いました

20
歳
を
迎
え
ら
れ
た
皆
さ
ま
へ

　
輝
か
し
い
２
０
２
６
年
の
新
春
を
迎
え
、晴
れ
や
か
に
20
歳
の
節
目

を
迎
え
ら
れ
た
皆
さ
ま
に
心
よ
り
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、昨
年
は「
大
阪
・
関
西
万
博
」が
開
催
さ
れ
、世
界
各
国
の
歴
史

や
文
化
、産
業
、最
新
技
術
な
ど
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
、未
来
を
身
近

に
感
じ
る
と
と
も
に
、驚
き
と
感
動
に
満
ち
た
一
年
と
な
り
ま
し
た
。

　
20
歳
を
迎
え
ら
れ
た
皆
さ
ま
も
、夢
の
実
現
に
向
け
た
意
欲
と
希
望

を
持
ち
、自
分
ら
し
さ
を
大
切
に
、力
強
い
一
歩
を
踏
み
出
し
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。

　
一
方
で
、こ
れ
か
ら
の
人
生
に
お
い
て
は
、時
に
は
失
敗
し
て
悩
む

こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。私
も
こ
れ
ま
で
の
人
生
で
多
く
の
失

敗
を
経
験
し
、挫
け
そ
う
に
な
っ
た
こ
と
や
、今
で
も
後
悔
し
て
い
る

こ
と
が
少
な
か
ら
ず
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
、人
は
何
度
で
も
や
り
直
す
こ
と
が
で
き
ま
す
し
、や
が
て

チ
ャ
ン
ス
は
巡
っ
て
き
ま
す
。つ
ら
い
と
き
に
上
を
向
く
こ
と
は
苦
し

い
で
す
が
、下
を
向
い
て
い
て
は
雨
の
あ
と
の
き
れ
い
な
虹
に
気
づ
く

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、そ
の
チ
ャ
ン
ス
を
見
逃
さ
な
い
よ
う
に
、

ぜ
ひ
上
を
向
い
て
歩
ん
で
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、失
敗
し
て
も
立
ち
上
が
ろ
う
と
頑
張
っ
て
い
る
人
に
は
、

ど
う
か
温
か
い
手
を
差
し
伸
べ
て
く
だ
さ
い
。

　
向
日
市
は
、本
年
、開
業
１
５
０
周
年
を
迎
え
る
京
都
府
内
最
古
の

鉄
道
駅
で
あ
る
Ｊ
Ｒ
向
日
町
駅
の
橋
上
化
や
東
口
開
設
、ア
リ
ー
ナ
の

整
備
な
ど
に
よ
り
、大
き
く
変
化
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。私
た
ち
は

一
生
懸
命
努
力
し
、皆
さ
ま
に「
ふ
る
さ
と
向
日
市
」を
引
き
継
い
で
い

き
ま
す
が
、未
来
を
担
う
皆
さ
ま
の
力
で
、今
後
の
向
日
市
を
さ
ら
に

素
晴
ら
し
い
ま
ち
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
皆
さ
ま
の
未
来
を
信
じ
、大
き
な
期
待
を
込
め
て
私
の
お
祝
い
の
言

葉
と
い
た
し
ま
す
。

振り返れば、何度も迷い、立ち止まった日々がありました。
それでも今日ここに立てているのは、変わらず支え、見守
り続けてくださった皆様がいたからです。言葉では伝え
きれない感謝を胸に刻み、人とのつながりを大切にしな
がら、誰かの力になれる存在として、この先の人生を歩ん
でいきます。　　　　　　　　　　　              林晃輝さん

20歳という大きな節目を迎え、これ
まで支えてくれた家族や先生、友人
に心から感謝しています。これから
は一つ一つの経験を大切にし、学び
続けながら目標に向かって自分ら
しく歩んでいきたいです。
　　　　　　　　眞継七菜子さん


